
東洋史上より觀たる明治時代の發展

桑原隲藏

青空文庫





　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
歳
月
流
る
る
が
如
く
、
明
治
天
皇
の
後
登
遐
後
、
早
一
年
を
經
た
。
去
る
者

は
日
に
疎
し
と
い
ふ
が
、
千
古
の
大
英
主
た
る
明
治
天
皇
の
御
鴻
徳
の
み
は
、

深
く
我
が
國
民
の
腦
裡
に
印
し
て
、
決
し
て
忘
る
る
こ
と
が
出
來
ぬ
の
み
か
、

却
つ
て
時
を
經
る
儘
に
、
愈
〻
景
仰
の
念
を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
私
は
茲
に

明
治
天
皇
の
御
一
週
年
祭
に
際
し
、
東
洋
史
上
よ
り
觀
た
る
明
治
時
代
の
發
展

を
述
べ
て
、
聊
か
そ
の
御
鴻
徳
の
一
端
を
偲
び
た
い
と
思
ふ
。

　
一
體
わ
が
日
本
國
は
神
武
天
皇
御
即
位
以
來
、
二
千
五
百
餘
年
の
長
い
歴
史

を
も
つ
て
居
る
が
、
そ
の
割
合
に
歴
史
の
内
容
は
豐
富
と
は
い
へ
ぬ
。
神
功
皇

后
の
三
韓
御
征
服
と
か
、
豐
太
閤
の
朝
鮮
征
伐
と
か
い
ふ
、
大
陸
發
展
の
場
合

が
甚
だ
尠
い
。
さ
ら
ば
と
て
平
和
の
方
面
を
觀
る
と
、
一
層
寂
寞
た
る
も
の
が

あ
る
。
制
度
・
文
物
・
學
術
・
宗
教
等
あ
ら
ゆ
る
文
化
は
、
支
那
よ
り
傳
は
り
、

若
く
は
支
那
を
經
て
、
我
が
國
に
傳
は
つ
た
も
の
で
、
そ
の
反
對
に
日
本
固
有

の
文
化
、
若
く
は
他
國
の
文
化
で
も
日
本
を
經
て
、
支
那
・
朝
鮮
の
大
陸
に
傳

は
つ
た
と
い
ふ
場
合
は
、
殆
ど
見
當
ら
ぬ
。
要
す
る
に
明
治
以
前
に
於
け
る
、

我
が
二
千
五
百
餘
年
の
長
き
歴
史
を
振
り
返
つ
て
見
て
も
、
戰
爭
の
場
合
と
い

は
ず
、
平
和
の
場
合
と
い
は
ず
、
我
が
日
本
が
原
動
力
と
な
つ
て
、
支
那
や
朝

鮮
の
局
面
に
大
變
化
を
來
し
た
と
い
ふ
場
合
は
、
極
め
て
稀
有
で
あ
る
。
所
が

明
治
の
御
世
と
な
る
と
、
頗
る
そ
の
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
明
治
の
御
世
殊
に

日
清
戰
役
後
の
十
七
八
年
の
間
に
、
わ
が
國
は
非
常
な
る
發
展
を
遂
げ
た
。
こ

の
間
に
東
亞
の
方
面
に
起
つ
た
大
事
件
は
、
一
と
し
て
直
接
若
く
は
間
接
に
、

我
が
日
本
國
の
發
展
の
影
響
を
被
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。
是
點
よ
り
考
察
す
る
と
、

明
治
以
前
の
二
千
五
百
餘
年
の
歴
史
よ
り
、
明
治
の
御
世
、
殊
に
最
近
十
七
八

年
間
の
歴
史
の
方
が
、
遙
に
内
容
豐
富
と
も
い
へ
る
。

　
明
治
年
間
に
於
け
る
我
が
國
の
發
展
は
、
多
方
面
に
渉
つ
て
居
る
が
、
東
洋

史
の
立
場
か
ら
觀
る
と
、
大
要
左
の
五
項
に
概
括
し
得
る
こ
と
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
朝
鮮
の
併
合

　
朝
鮮
は
過
去
に
於
て
、
我
が
國
と
隨
分
深
い
關
係
が
あ
つ
た
。
殊
に
神
功
皇

后
の
御
世
か
ら
、
欽
明
天
皇
の
御
世
に
か
け
て
、
三
四
百
年
間
は
、
我
が
國
の

勢
力
の
下
に
立
つ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
併
し
大
體
上
支
那
の
保
護
國
と
い
ふ
有

樣
で
あ
つ
た
。
朝
鮮
と
い
へ
ば
、
直
に
事
大
思
想
を
連
想
す
る
。
事
大
と
は

『
左
傳
』
の
大
不
字
小
、
小
不
事
大
（
哀
公
七
年
）
や
、
『
孟
子
』
の
以
小
事

大
者
畏
天
者
也
、
畏
天
者
保
其
國
（
梁
惠
王
下
）
か
ら
出
た
文
句
で
あ
る
が
、

朝
鮮
人
は
昔
か
ら
、
尠
く
と
も
高
麗
時
代
か
ら
、
大
國
の
支
那
に
服
事
す
る
を

以
て
天
則
を
奉
ず
る
も
の
と
心
得
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
所
が
明
治
二
十
七
八

年
の
日
清
戰
役
の
結
果
、
支
那
は
始
め
て
朝
鮮
か
ら
手
を
引
く
こ
と
と
な
り
、

續
い
て
日
露
戰
役
で
、
日
清
戰
役
後
一
時
朝
鮮
に
勢
力
を
振
う
た
露
國
も
手
を

引
き
、
か
く
て
朝
鮮
は
完
全
に
我
が
國
の
保
護
の
下
に
立
つ
こ
と
と
な
り
、
遂

に
明
治
四
十
三
年
の
併
合
と
い
ふ
運
命
に
歸
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
は
隨
分
古

く
か
ら
朝
鮮
と
關
係
が
あ
つ
た
と
い
ふ
條
、
そ
の
勢
力
は
寧
ろ
微
々
た
る
も
の

で
あ
つ
た
。
神
功
皇
后
御
征
韓
後
と
雖
ど
も
、
そ
の
勢
力
は
廣
さ
に
於
て
も
深

さ
に
於
て
も
、
勿
論
明
治
の
御
世
の
そ
れ
に
比
す
べ
く
も
な
か
つ
た
。
要
す
る

に
朝
鮮
の
併
合
は
、
國
史
あ
つ
て
以
來
の
偉
業
で
、
東
洋
史
の
上
か
ら
い
う
て

も
、
尤
も
注
意
す
べ
き
大
事
件
の
一
つ
と
數
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
東
亞
の
霸
國
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過
去
幾
千
年
の
間
、
支
那
は
東
亞
の
霸
國
で
あ
つ
た
。
東
亞
諸
國
の
間
に
在

つ
て
は
、
習
慣
上
支
那
の
君
主
の
み
が
獨
り
皇
帝
と
稱
し
て
、
自
餘
の
君
主
は

こ
の
稱
號
を
遠
慮
し
た
。
彼
等
は
皆
一
等
下
つ
た
王
と
い
ふ
稱
號
に
滿
足
し
て
、

支
那
の
皇
帝
か
ら
封
册
を
受
く
る
を
以
て
名
譽
と
し
て
居
つ
た
。
勿
論
我
が
日

本
の
み
は
そ
の
例
外
で
あ
つ
た
。
愛
國
心
強
く
、
國
權
擁
護
の
念
厚
き
日
本
人

は
、
常
に
支
那
に
對
し
て
同
等
の
位
置
を
要
求
し
た
。
推
古
天
皇
の
御
世
、
初

め
て
日
本
の
朝
廷
か
ら
隋
へ
國
書
を
差
出
し
た
時
に
も
、
日
出
處
天
子
、
致
書

日
沒
處
天
子
と
か
、
東
天
皇
敬
白
西
皇
帝
と
か
、
對
等
の
文
句
を
用
ゐ
て
居
る
。

さ
れ
ど
支
那
の
方
で
は
、
殆
ど
す
べ
て
の
場
合
に
於
て
、
日
本
に
對
し
て
同
等

の
待
遇
を
與
へ
な
ん
だ
。
支
那
と
日
本
と
長
い
通
交
の
割
合
に
、
彼
此
往
復
し

た
國
際
文
書
の
多
く
な
か
つ
た
の
は
、
か
か
る
障
碍
が
あ
つ
た
結
果
と
も
見
る

べ
き
で
あ
る
。
歐
米
諸
國
と
交
通
が
開
け
て
か
ら
、
第
三
者
た
る
彼
等
も
、
矢

張
り
支
那
と
日
本
と
の
待
遇
に
就
い
て
、
多
少
區
別
を
設
け
て
居
つ
た
。

　
所
が
日
清
戰
役
を
界
と
し
て
、
日
本
の
位
置
が
高
く
、
そ
の
反
對
に
支
那
の

位
置
が
低
く
な
つ
た
。
下
關
條
約
に
よ
つ
て
、
二
國
間
の
條
約
は
改
正
せ
ら
れ
、

支
那
は
日
本
に
對
し
て
、
歐
米
諸
國
同
樣
の
待
遇
を
與
へ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

即
ち
不
對
等
條
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
つ
た
。
第
三
者
た
る
歐
米
諸
國
も
亦
、
次

第
に
日
本
を
支
那
以
上
に
待
遇
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
過
去
幾
千
年
間
、
東
亞

の
霸
國
で
あ
つ
た
支
那
は
、
茲
に
そ
の
位
置
を
日
本
に
讓
る
こ
と
と
な
つ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
も
東
洋
史
上
よ
り
觀
て
、
稀
有
の
大
事
變
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
世
界
の
一
等
國

　
日
清
戰
役
に
よ
つ
て
、
東
亞
の
霸
者
と
な
つ
た
我
が
國
は
、
日
露
戰
役
に
よ

つ
て
、
更
に
世
界
の
一
等
國
に
列
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
過
去
に
於
て
あ
ら
ゆ

る
世
界
の
問
題
は
、
歐
米
列
強
の
み
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
。
東
亞
問
題
に
就

い
て
も
、
日
本
や
支
那
は
、
殆
ど
何
等
の
發
言
權
を
有
す
る
こ
と
も
出
來
ず
、

す
べ
て
英
露
諸
國
の
意
志
の
儘
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
清
戰
役
に
よ
つ

て
、
我
が
國
の
位
置
の
高
ま
つ
た
と
い
ふ
條
、
こ
れ
は
東
亞
諸
國
に
對
し
て
の

こ
と
、
三
國
干
渉
の
發
頭
人
な
る
露
國
が
、
わ
が
國
の
遼
東
還
附
後
三
年
な
ら

ざ
る
に
、
厚
顏
に
も
支
那
に
迫
つ
て
旅
順
・
大
連
を
租
借
し
た
時
、
わ
が
國
か

ら
は
抗
議
す
ら
な
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
に
結
ば
れ
た
日

英
同
盟
に
よ
つ
て
、
我
が
國
の
位
置
の
高
さ
を
加
へ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。

世
界
の
大
國
で
、
し
か
も
久
し
く
名
譽
の
孤
立
を
守
つ
て
居
つ
た
英
國
が
、
異

人
種
異
宗
教
の
日
本
と
同
盟
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
隨
分
當
時
の
世
間
を
驚
か
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
我
國
に
そ
れ
だ
け
の
實
力
あ
つ
た
か
ら
で
は
あ

る
が
、
率
先
し
て
そ
の
實
力
を
認
め
て
く
れ
た
英
國
の
好
意
は
、
十
分
感
謝
す

べ
き
こ
と
と
思
ふ
。

　
日
露
戰
役
後
は
、
英
國
以
外
の
列
強
も
、
流
石
に
日
本
の
實
力
を
度
外
視
す

る
譯
に
は
い
か
ぬ
。
東
ア
ジ
ア
に
領
土
を
有
す
る
大
強
國
は
、
何
れ
も
日
本
と

好
意
を
通
じ
、
各
自
の
植
民
地
又
は
領
土
の
安
全
を
圖
る
こ
と
と
な
つ
た
。
か

く
て
日
佛
協
約
（
四
十
年
六
月
）
、
日
露
協
約
（
四
十
年
七
月
）
、
日
米
覺
書

（
四
十
一
年
十
一
月
）
が
、
相
前
後
し
て
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
は
我
が
國
を
除

外
し
て
は
、
東
亞
の
平
和
の
保
障
の
出
來
ぬ
證
據
で
、
現
在
及
び
將
來
列
強
の

活
動
舞
臺
た
る
べ
き
太
平
洋
方
面
で
は
、
日
本
國
の
發
言
權
が
最
も
尊
重
さ
れ

る
こ
と
と
な
つ
た
。
從
つ
て
世
界
の
國
際
上
で
も
、
一
等
國
の
待
遇
を
受
け
る

こ
と
と
な
つ
た
。
有
色
人
種
で
、
國
際
上
白
人
種
の
大
國
と
同
一
の
待
遇
を
受

く
る
こ
と
は
、
勿
論
過
去
の
世
界
の
歴
史
に
於
て
も
、
稀
有
の
事
實
で
あ
る
。
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五
　
文
化
の
輸
出

　
我
が
國
が
支
那
と
通
交
し
て
以
來
、
支
那
の
文
化
を
輸
入
す
る
の
み
で
、
一

度
も
日
本
か
ら
支
那
へ
文
化
を
輸
出
し
た
こ
と
が
な
い
。
所
が
日
清
戰
役
後
は
、

こ
の
天
荒
を
破
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
が
日
本
か
ら
支
那
へ
輸
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
つ
た
。
流
石





因
循
姑
息
の
支
那
も
、
日
清
戰
役
の
大
打
撃
に
目
を
覺
ま
し
、

變
法
自
強
の
語
が
朝
野
を
風
靡
し
、
す
べ
て
の
革
新
は
日
本
を
手
本
と
す
る
こ

と
と
な
つ
た
。
制
度
・
文
物
・
學
術
・
教
育
等
、
皆
日
本
の
そ
れ
を
輸
入
す
る
。

た
と
ひ
歐
米
の
文
明
や
文
化
で
も
、
一
度
同
文
同
種
の
日
本
を
經
由
し
た
も
の

を
採
用
す
る
の
が
、
歐
米
か
ら
直
接
輸
入
す
る
よ
り
、
危
險
少
く
て
便
益
多
し

と
い
ふ
の
が
、
支
那
人
多
數
の
意
見
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
夥
多
の
留
學
生
を
も

送
れ
ば
、
幾
多
の
日
本
教
習
を
も
迎
へ
る
。
一
時
わ
が
國
へ
來
た
支
那
留
學
生

の
數
は
萬
を
超
え
、
彼
地
に
傭
聘
さ
れ
た
日
本
教
習
の
數
は
、
五
百
以
上
も
あ

つ
た
。

　
漢
字
す
ら
日
本
か
ら
逆
輸
入
し
た
方
が
歡
迎
さ
れ
る
。
團
體
・
代
表
・
膨
脹

・
舞
臺
・
社
會
・
組
織
・
機
關
・
犧
牲
・
影
響
・
報
告
・
困
難
・
目
的
・
運
動

等
の
文
字
は
、
支
那
の
新
聞
や
雜
誌
に
普
通
に
散
見
す
る
が
、
此
等
の
熟
字
は

何
れ
も
日
清
戰
役
後
に
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
保
守
的
な
支

那
人
は
、
か
か
る
雅
馴
な
ら
ざ
る
熟
字
を
排
斥
せ
ん
と
計
畫
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
す
べ
て
無
效
で
あ
つ
た
。
支
那
人
の
中
に
は
更
に
進
ん
で
、
株
式
と
か
手

續
と
か
、
組
合
と
か
取
締
と
か
黒
幕
な
ど
い
ふ
、
恐
れ
入
つ
た
熟
字
迄
も
使
用

す
る
者
が
あ
る
。
此
等
の
所
謂
新
名
詞
は
、
最
初
日
本
か
ら
歸
つ
た
留
學
生
な

ど
が
輸
入
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
當
世
振
る
支
那
人
は
、
頻
に
之
を
歡
迎
し
て
、

新
知
識
顏
を
す
る
の
で
あ
る
。
近
頃
出
來
た
新
字
典
な
ど
に
は
、
從
來
支
那
で

は
曾
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
日
本
の
漢
字
ま
で
も
網
羅
し
て
居
る
。

　
支
那
の
御
國
自
慢
に
は
必
ず
出
て
來
る
孔
子
、
そ
の
孔
子
を
尊
崇
す
る
こ
と

す
ら
、
日
本
の
影
響
で
、
日
本
維
新
の
鴻
業
は
儒
教
に
負
ふ
所
が
多
い
。
故
に

日
本
は
盛
に
孔
子
の
學
を
講
じ
て
居
る
。
日
本
の
強
大
に
な
ら
は
ん
に
は
、
必

ず
孔
子
の
學
を
尊
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
の
が
、
心
あ
る
支
那
人
の
意
見
で

あ
つ
た
。
そ
こ
で
明
治
三
十
九
年
に
、
從
來
中
祀
と
て
、
二
等
祭
祀
の
待
遇
を

受
け
て
居
つ
た
孔
子
の
祭
典
を
、
急
に
大
祀
に
昇
格
さ
せ
、
天
地
・
宗
廟
と
同

等
の
待
遇
を
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
ず
つ
と
變
つ
た
方
面
で
は
、
日
本
か
ら
大
和
魂
ま
で
輸
入
し
て
居
る
。
日
本

が
往
古
盛
に
支
那
の
文
明
を
輸
入
し
た
時
代
で
も
、
和
魂
漢
才
と
て
、
國
魂
だ

け
は
決
し
て
支
那
の
厄
介
に
な
ら
な
か
つ
た
が
、
支
那
で
は
そ
の
國
魂
ま
で
も

日
本
か
ら
輸
入
し
て
居
る
。
支
那
の
先
覺
者
の
中
に
は
、
日
本
の
強
大
な
る
は

大
和
魂
の
御
蔭
で
あ
る
。
中
國
の
衰
弱
不
振
は
中
國
魂
な
き
に
よ
る
。
中
國
今

日
の
急
務
は
中
國
魂
を
製
造
す
る
に
在
る
と
絶
叫
し
た
者
も
あ
る
。
國
魂
と
い

ふ
文
字
も
、
勿
論
日
本
か
ら
輸
入
し
た
新
名
詞
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
ア
ジ
ア
人
の
覺
醒

　
我
が
國
の
發
展
が
世
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
尤
も
顯
著
な
る
も
の
の
一
つ
は
、

ア
ジ
ア
人
の
覺
醒
を
促
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
體
こ
の
三
百
餘
年
間
は
、
白
人

種
の
得
意
跋
扈
時
代
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
到
る
處
に
占
領
地
を
作
り
、
殖
民
地

を
建
て
、
全
世
界
を
擧
げ
て
彼
等
の
勢
力
の
下
に
置
き
、
白
人
種
に
あ
ら
ざ
れ

ば
、
殆
ど
人
間
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
有
樣
を
呈
し
た
。
ア
ジ
ア
の
如
き
も
、
印
度

・
ビ
ル
マ
は
英
國
に
、
シ
ベ
リ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
は
露
國
に
、
後
印
度
の
大
部

は
佛
國
の
手
に
落
ち
、
餘
す
所
の
支
那
や
ペ
ル
シ
ア
や
シ
ャ
ム
等
も
、
白
人
種

の
壓
迫
に
苦
し
ん
で
居
る
。
唯
一
の
例
外
た
る
我
が
日
本
と
雖
ど
も
、
全
く
は
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そ
の
壓
迫
か
ら
離
脱
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
人
も
白
人
の
壓
迫
に
對
し
て
、
萬
斛
の
不
平
を
抱
い
て
居
る
が
、
然

し
彼
等
は
到
底
白
人
に
は
抵
抗
不
可
能
と
信
じ
て
、
そ
の
自
然
の
運
命
に
服
從

い
た
し
、
白
人
は
又
劣
等
と
信
ぜ
る
ア
ジ
ア
の
黄
人
種
を
支
配
す
る
の
は
、
そ

の
當
然
の
權
利
の
如
く
心
得
て
居
つ
た
。
か
か
る
事
情
の
下
に
、
僅
少
な
る
白

人
が
、
多
數
の
黄
人
を
容
易
に
統
治
し
て
行
く
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
所

が
日
露
戰
爭
は
從
來
の
レ
コ
ー
ド
を
破
つ
た
。
日
露
兩
國
は
種
々
な
る
點
に
於

て
、
奇
妙
な
る
對
照
を
有
し
て
居
る
。
從
つ
て
そ
の
戰
役
の
結
果
は
、
種
々
な

る
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
居
る
が
、
中
に
就
い
て
、
ア
ジ
ア
の
一
小
國
が
、

そ
の
幾
十
倍
も
あ
る
白
人
の
大
強
國
　
　
數
あ
る
白
人
の
強
國
の
中
で
も
尤
も

跋
扈
を
極
め
た
大
強
國
　
　
と
戰
ひ
、
見
事
之
を
打
ち
破
つ
て
、
兜
を
脱
が
し

め
た
と
い
ふ
事
實
は
、
全
ア
ジ
ア
人
に
餘
程
深
刻
な
る
印
象
を
與
へ
た
。
黄
人

も
努
力
如
何
に
よ
つ
て
は
、
隨
分
白
人
の
壓
迫
を
脱
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
否

更
に
一
歩
を
進
め
、
白
人
に
對
し
て
痛
快
な
る
復
讐
を
も
成
し
遂
げ
得
ら
る
る

と
い
ふ
、
實
例
を
目
前
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
日
露
戰
役
の
數
年
前
か
ら
、
活
動
寫
眞
が
次
第
に
世
間
に
持
て
囃
さ
れ
て
來

た
。
日
露
戰
役
は
こ
の
活
動
寫
眞
に
と
つ
て
、
好
箇
の
映
寫
物
と
な
つ
た
。
日

露
戰
役
の
當
時
か
ら
、
爾
後
三
四
年
間
は
、
こ
の
戰
役
の
活
動
寫
眞
が
、
ア
ジ

ア
大
陸
到
る
處
で
空
前
の
歡
迎
を
受
け
た
。
印
度
人
・
ビ
ル
マ
人
・
シ
ャ
ム
人

・
安
南
人
・
支
那
人
・
南
洋
人
等
は
、
何
れ
も
こ
の
活
動
寫
眞
　
　
實
際
以
上

に
露
軍
敗
亡
の
有
樣
を
映
寫
し
て
あ
る
　
　
を
見
物
し
て
、
數
十
百
年
來
の
溜

飮
を
下
げ
た
。
活
動
寫
眞
に
よ
つ
て
、
不
樣
な
露
軍
の
敗
走
を
見
る
と
、
自
然

彼
等
の
腦
裡
に
、
白
人
の
威
光
が
薄
ら
い
で
行
く
。
白
人
も
不
可
敵
で
な
い
と

知
る
と
、
之
に
對
す
る
反
抗
心
が
頭
を
擡
げ
て
來
る
。
か
く
て
汎
ア
ジ
ア
主
義

が
、
次
第
に
東
洋
の
天
地
に
彌
蔓
し
て
來
た
。

　
英
人
の
管
下
に
あ
る
印
度
人
の
獨
立
思
想
も
、
こ
の
時
か
ら
一
層
熱
列
を
加

へ
、
英
人
も
之
を
抑
壓
す
る
に
頗
る
困
難
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
日
英
同
盟
に
よ

つ
て
、
日
本
の
勃
興
を
助
け
た
英
國
の
政
策
は
、
果
し
て
英
人
の
利
益
で
あ
つ

た
で
あ
ら
う
か
と
、
同
盟
の
價
値
に
就
い
て
疑
惑
を
挾
む
者
も
出
來
た
程
で
あ

る
。
佛
領
後
印
度
に
も
、
同
樣
不
安
の
状
態
が
起
つ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
こ
の
地

方
を
占
領
し
て
以
來
、
日
露
戰
役
直
後
ほ
ど
、
安
南
人
の
人
氣
の
荒
立
つ
た
こ

と
は
な
い
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

　
こ
の
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
と
い
ふ
思
想
の
勃
興
に
は
、
ア
ジ
ア
に
領
土
を
持

つ
て
居
る
白
人
一
同
に
閉
口
し
た
。
彼
等
は
日
本
人
が
や
が
て
黄
人
種
の
先
達

と
な
り
、
黄
人
種
の
大
同
團
結
を
作
つ
て
、
白
人
驅
逐
を
試
み
る
で
あ
ら
う
。

多
數
の
黄
人
に
少
數
の
白
人
で
は
、
そ
の
結
果
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
過
去

に
於
て
白
人
が
黄
人
に
壓
迫
征
服
さ
れ
た
場
合
が
多
い
。
か
か
る
時
代
が
或
は

再
出
す
る
か
も
知
れ
ぬ
と
て
、
今
迄
見
縊
り
過
ぎ
た
反
動
で
、
實
際
以
上
に
黄

人
に
對
し
て
警
戒
を
加
へ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
ア
ジ
ア
人
の
中
で
も
、
支
那
人
が
一
番
覺
醒
し
て
來
た
か
の
如
く
思
は
れ
た
。

日
清
戰
役
後
支
那
人
の
間
に
、
變
法
自
強
と
い
ふ
新
機
運
が
開
け
て
、
事
毎
に

日
本
を
模
範
と
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
い
ふ
條
、
彼
等
は
未
だ
十
分
に
日
本
の

實
力
を
理
會
せ
な
ん
だ
。
日
本
は
東
洋
で
こ
そ
強
國
で
あ
る
が
、
世
界
の
舞
臺

に
出
て
は
、
と
て
も
歐
米
列
強
と
肩
を
並
べ
ら
れ
ぬ
も
の
、
ま
し
て
露
國
に
對

し
て
は
、
足
許
へ
も
寄
ら
れ
ぬ
も
の
と
信
じ
て
居
つ
た
。
所
が
日
露
戰
役
で
、

日
本
が
彼
等
支
那
人
の
間
に
、
世
界
第
一
の
強
國
と
確
信
さ
れ
て
居
つ
た
露
國

を
打
ち
倒
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
は
今
更
な
が
ら
、
日
本
の
國
力
の
強
大

な
る
に
驚
嘆
し
、
愈
〻
變
法
自
強
の
急
務
な
る
こ
と
を
自
覺
し
た
。
日
露
戰
役

後
に
於
け
る
支
那
の
革
新
は
、
隨
分
目
覺
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
日
本
は
立
憲

國
で
勝
ち
、
露
國
は
專
制
國
で
負
け
た
。
中
國
も
日
本
の
如
く
立
憲
制
を
採
ら
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ね
ば
な
ら
ぬ
と
て
、
や
が
て
立
憲
の
準
備
に
か
か
る
。
日
本
は
國
民
一
致
し
て

勝
ち
、
露
國
は
國
民
雜
多
に
し
て
一
致
を
缺
き
し
故
敗
れ
た
。
中
國
も
滿
・
漢

の
區
別
を
撤
廢
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
て
、
や
が
て
均
平
滿
漢
の
上
諭
　
　
滿

漢
の
區
別
を
撤
廢
せ
ん
と
す
る
試
は
、
日
露
戰
役
前
か
ら
幾
分
行
は
れ
て
居
つ

た
が
　
　
が
發
布
さ
れ
た
。
其
他
學
校
教
育
の
普
及
と
か
、
新
式
陸
軍
の
増
加

と
か
、
す
べ
て
此
等
の
革
新
的
計
畫
は
頗
る
大
袈
裟
で
、
然
も
直
間
接
に
多
く

日
本
人
の
補
助
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
尠
か
ら
ず
歐
米
人
の
耳
目
を
聳
か

さ
せ
た
。
彼
等
は
ア
ジ
ア
人
の
覺
醒
を
重
大
視
す
る
餘
り
、
盛
に
黄
禍
論
を
唱

へ
出
し
た
。

　
黄
禍
論
は
勿
論
日
露
戰
役
以
前
か
ら
、
已
に
白
人
間
に
唱
道
さ
れ
て
居
つ
た
。

黄
禍
と
い
ふ
文
字
も
、
日
清
戰
役
の
頃
か
ら
使
用
さ
れ
て
を
つ
た
。
日
清
戰
役

の
終
期
、
三
國
干
渉
の
起
ら
ん
と
す
る
前
後
に
、
ド
イ
ツ
の
カ
イ
ゼ
ル
か
ら
ロ

シ
ア
の
ツ
ア
ー
ル
に
贈
つ
た
一
幅
の
寓
意
畫
　
　
東
洋
の
佛
教
國
の
前
進
を
、

耶
蘇
教
國
が
一
致
し
て
防
禦
せ
ん
と
す
る
　
　
の
標
題
が
黄
禍
で
あ
つ
た
。
こ

の
時
以
來
黄
禍
と
い
ふ
文
字
は
、
盛
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
が
、
實
際

の
處
當
時
日
本
は
三
國
干
渉
の
爲
に
大
頓
挫
を
受
け
て
居
る
。
支
那
は
日
清
戰

役
の
敗
亡
に
續
い
て
、
列
強
か
ら
要
害
の
地
を
租
借
せ
ら
れ
、
或
は
擧
國
瓜
分

の
厄
に
罹
ら
ん
と
す
る
形
勢
で
あ
つ
た
。
黄
禍
と
い
ふ
文
字
こ
そ
新
聞
・
雜
誌

又
は
書
物
に
疊
見
す
れ
、
當
時
眞
面
目
に
黄
禍
の
實
現
を
信
じ
た
人
は
、
甚
だ

多
く
な
か
つ
た
樣
で
あ
る
。
黄
禍
論
は
畢
竟
一
種
の
杞
憂
に
過
ぎ
ず
と
見
做
さ

れ
て
居
つ
た
。
所
が
明
治
三
十
七
八
年
の
日
露
戰
役
後
か
ら
、
黄
禍
論
は
始
め

て
世
界
的
問
題
と
な
り
、
歐
米
人
も
眞
面
目
に
こ
の
論
に
耳
を
傾
く
る
こ
と
と

な
つ
た
。

　
等
し
く
黄
禍
論
と
い
ふ
條
、
或
は
日
本
を
問
題
の
中
心
と
す
る
者
も
あ
る
。

或
は
支
那
を
黄
禍
の
中
心
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
或
は
經
濟
の
方
面
よ
り
觀
察

を
下
す
も
の
も
あ
る
。
或
は
軍
事
の
方
面
よ
り
觀
察
す
る
も
の
も
あ
る
。
解
釋

の
仕
方
は
一
樣
で
は
な
い
が
、
そ
は
兔
に
角
、
ア
ジ
ア
人
の
覺
醒
と
共
に
、
黄

禍
論
の
重
大
視
さ
る
る
に
至
つ
た
の
は
、
爭
ふ
可
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
而
し

て
此
等
の
事
實
は
、
東
洋
史
は
勿
論
、
世
界
史
の
上
よ
り
觀
て
も
、
稀
有
の
大

事
件
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
以
上
數
へ
來
た
五
項
の
う
ち
、
ど
の
一
項
を
と
つ
て
も
、
國
史
上
空
前
の
大

事
業
で
、
又
東
洋
史
上
、
否
或
者
は
世
界
史
上
よ
り
觀
て
も
、
稀
有
の
大
事
件

で
あ
る
。
然
る
に
此
等
の
大
事
業
大
事
件
が
、
明
治
一
代
、
殊
に
最
後
の
二
十

年
の
間
に
、
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
世
界
を
擧
げ
て
、
明
治
時
代

に
於
け
る
日
本
の
發
展
を
神
業
と
し
、
奇
蹟
と
す
る
の
も
、
無
理
な
ら
ぬ
次
第

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
我
が
日
本
人
は
顯
著
な
る
二
つ
の
國
民
性
を
も
つ
て
居
る
。
一
つ
は
皇
室
に

對
す
る
忠
義
心
の
厚
い
こ
と
、
即
ち
忠
君
、
今
一
つ
は
國
權
擁
護
若
く
は
擴
張

の
念
の
強
い
こ
と
、
即
ち
愛
國
で
あ
る
。
忠
君
・
愛
國
の
二
精
神
は
、
わ
が
建

國
以
來
の
歴
史
を
一
貫
し
て
居
る
。
愛
國
の
方
は
對
外
硬
の
精
神
と
な
つ
て
表

は
れ
て
居
る
場
合
が
多
い
。
名
實
共
に
獨
立
の
體
面
を
毀
損
せ
ぬ
こ
と
が
、
立

國
第
一
の
必
要
條
件
と
な
つ
て
居
る
。
先
づ
支
那
に
對
し
て
は
既
に
申
述
べ
た

如
く
、
隋
・
唐
と
交
通
開
始
の
當
時
か
ら
、
對
外
硬
と
い
ふ
主
義
を
發
揮
し
て

居
る
。
我
が
國
と
外
國
と
の
間
に
往
復
す
べ
き
、
國
際
文
書
に
關
す
る
慣
例
を

書
い
た
も
の
に
、
異
國
牒
状
事
と
い
ふ
文
書
が
あ
る
。
前
田
侯
爵
の
所
藏
で
、

史
學
會
か
ら
發
行
さ
れ
た
『
征
戰
偉
蹟
』
の
中
に
收
め
ら
れ
、
和
田
英
松
氏
が

こ
の
文
書
に
解
説
を
附
け
て
居
る
。
こ
れ
は
朝
廷
の
御
威
光
の
衰
へ
切
つ
た
、
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足
利
時
代
の
初
期
に
出
來
た
も
の
で
あ
る
さ
う
だ
が
、
こ
れ
に
も
支
那
か
ら
、

天
子
又
は
皇
帝
等
同
等
の
稱
號
を
用
ゐ
て
あ
る
文
書
を
送
れ
ば
、
受
取
る
け
れ

ど
、
國
王
な
ど
書
い
た
文
書
は
、
決
し
て
受
附
け
ぬ
。
受
取
つ
て
も
返
事
を
出

さ
ぬ
が
慣
例
と
な
つ
て
居
る
。
世
界
を
統
一
せ
ん
勢
あ
つ
た
蒙
古
に
對
し
て
す

ら
、
我
が
國
で
は
對
等
の
位
置
を
固
守
し
て
、
一
歩
も
讓
ら
な
い
。
弘
安
の
役

は
之
が
爲
に
起
つ
た
と
も
い
へ
る
。

　
乃
木
大
將
と
共
に
有
名
に
な
つ
た
『
中
朝
事
實
』
と
い
ふ
書
物
が
あ
る
が
、

之
は
山
鹿
素
行
先
生
の
著
で
、
中
朝
と
は
我
が
日
本
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

又
水
戸
藩
で
編
纂
し
た
『
大
日
本
史
』
に
は
、
支
那
を
諸
蕃
傳
に
列
し
て
あ
る
。

古
來
支
那
以
外
の
東
亞
の
國
で
、
中
朝
と
稱
し
た
も
の
は
な
い
。
支
那
を
諸
蕃

扱
に
し
た
も
の
は
、
尚
更
見
當
ら
ぬ
。
併
し
日
本
人
の
立
場
か
ら
い
へ
ば
、
支

那
が
中
國
と
稱
す
る
以
上
、
日
本
も
中
朝
と
稱
す
べ
き
で
あ
る
。
支
那
の
歴
史

に
日
本
を
東
夷
傳
に
入
る
る
以
上
、
日
本
の
歴
史
に
支
那
を
諸
蕃
傳
に
列
し
て
、

不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
寸
と
し
た
書
物
の
標
題
や
體
裁
に
ま
で
、
對
外

硬
の
主
義
を
發
揮
し
て
居
る
。

　
朝
鮮
に
對
し
て
は
さ
き
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
神
功
皇
后
の
御
雄
圖
も
、
欽

明
天
皇
の
御
世
前
後
に
衰
へ
て
、
朝
鮮
に
於
け
る
我
が
宗
主
權
は
一
旦
失
は
れ

た
け
れ
ど
も
、
以
前
の
關
係
か
ら
、
我
が
國
で
は
決
し
て
朝
鮮
と
同
等
の
交
際

は
い
た
さ
ぬ
。
例
の
異
國
牒
状
事
に
據
る
と
、
朝
鮮
と
日
本
と
の
關
係
が
絶
え

た
後
で
も
、
日
本
の
君
主
は
天
皇
、
朝
鮮
の
君
主
は
王
と
稱
す
べ
き
慣
例
で
、

こ
の
慣
例
を
無
視
し
た
文
書
は
、
我
が
國
で
受
取
ら
ぬ
こ
と
と
な
つ
て
居
る
。

こ
の
考
が
始
終
日
本
人
の
腦
裡
に
殘
つ
て
居
る
。
徳
川
時
代
に
國
學
が
盛
に
な

つ
て
か
ら
、
日
本
の
古
代
の
歴
史
が
研
究
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
の
考
が
一
層
強

き
を
加
へ
る
。
明
治
維
新
後
、
朝
野
の
大
問
題
と
な
つ
た
征
韓
論
も
、
こ
こ
に

間
接
の
關
係
を
有
す
る
こ
と
と
思
ふ
。

　
歐
米
諸
國
に
對
し
て
も
、
徳
川
幕
府
の
訂
結
し
た
不
對
等
條
約
は
、
そ
の
當

時
か
ら
國
論
を
沸
騰
せ
し
め
た
。
明
治
の
御
世
に
入
つ
て
も
、
こ
の
不
對
等
な

る
條
約
を
改
め
て
、
國
權
を
擁
護
す
る
こ
と
は
、
擧
國
一
致
し
て
熱
望
し
た
所

で
、
維
新
以
後
の
外
務
卿
、
若
く
は
外
務
大
臣
に
と
つ
て
、
條
約
改
正
問
題
は
、

常
に
そ
の
暗
劍
殺
と
な
つ
て
居
つ
た
。

　
所
が
明
治
の
發
展
に
よ
つ
て
、
此
等
新
舊
の
懸
案
は
、
皆
立
派
に
解
決
さ
れ

て
居
る
。
日
清
戰
役
を
界
と
し
て
、
日
本
と
支
那
と
の
位
置
は
轉
換
し
、
支
那

は
わ
が
國
の
下
風
に
甘
ず
る
こ
と
と
な
り
、
日
露
戰
役
後
は
、
我
が
國
は
世
界

の
一
等
國
に
列
し
、
幕
末
以
來
引
繼
い
で
來
た
、
不
對
等
條
約
も
、
こ
の
二
大

戰
役
の
間
に
於
て
、
大
體
我
が
國
人
の
希
望
の
如
く
改
正
せ
ら
れ
、
朝
鮮
は
明

治
四
十
三
年
八
月
に
、
わ
が
國
に
併
合
さ
れ
た
。
建
國
以
來
我
々
の
祖
先
が
絶

え
ず
心
に
掛
け
て
來
た
、
國
權
の
擁
護
又
は
擴
張
は
、
こ
こ
に
完
全
に
實
現
さ

れ
た
譯
で
、
祖
先
の
神
靈
も
定
め
て
滿
足
を
表
し
て
居
る
に
相
違
な
い
。

　
尚
又
我
々
が
國
史
を
讀
ん
で
、
神
功
皇
后
の
御
世
や
、
豐
太
閤
の
時
代
に
、

我
が
國
力
の
大
陸
に
發
展
し
た
こ
と
を
想
ふ
と
、
實
に
愉
快
に
堪
へ
ぬ
が
、
此

等
の
發
展
に
幾
十
百
倍
し
た
明
治
の
御
世
の
大
發
展
を
、
我
々
の
子
孫
が
、
遙

か
後
世
か
ら
如
何
に
愉
快
に
眺
め
る
で
あ
ら
う
乎
。
明
治
の
發
展
は
、
た
だ
に

現
代
の
我
々
の
み
に
幸
し
た
許
り
で
な
く
、
我
々
の
祖
先
も
そ
の
慶
に
頼
り
、

我
々
の
子
孫
も
そ
の
徳
に
浴
す
る
譯
で
あ
る
。
是
の
如
く
考
へ
る
と
、
我
々
明

治
時
代
に
遭
逢
し
た
者
は
、
實
に
開
闢
以
來
の
果
報
者
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
明
治
時
代
の
發
展
に
遭
逢
す
べ
き
幸
運
を
持
つ
た
我
々
は
、
同
時
に
こ
の
折

角
の
發
展
を
挫
折
せ
し
め
ざ
る
べ
き
、
否
一
層
之
を
助
長
せ
し
む
べ
き
大
責
任
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を
有
す
る
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。
然
も
こ
の
責
任
を
果
す
こ
と
の
容
易
で
な

い
こ
と
も
亦
自
覺
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
明
治
天
皇
御
崩
御
後
間
も
な
く
、
英
國
の

『
タ
イ
ム
ス
』
は
、
そ
の
紙
上
に
、
日
本
の
新
時
代
の
困
難
と
い
ふ
論
文
を
掲

載
し
て
、
主
と
し
て
將
來
我
が
國
民
の
精
神
問
題
に
關
し
て
、
容
易
な
ら
ざ
る

困
難
の
横
た
は
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
に
こ
の
精
神
問
題
ば
か
り
で
な

く
、
我
が
國
民
の
前
途
に
は
、
種
々
の
困
難
の
存
す
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
米
國
の
前
大
統
領
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
氏
は
、
嘗
て
次
の
如
き
こ
と
を
い
う

た
。

　
　
地
中
海
は
曾
て
列
國
競
爭
の
舞
臺
で
あ
つ
た
が
、
新
大
陸
發
見
と
共
に
そ

　
　
の
時
代
は
過
ぎ
去
つ
た
。
之
に
代
つ
た
大
西
洋
時
代
は
、
今
日
已
に
そ
の

　
　
絶
頂
に
達
し
、
や
が
て
、
衰
微
す
べ
き
運
命
を
持
つ
て
居
る
。
次
に
來
る

　
　
の
は
太
平
洋
時
代
で
、
今
や
列
國
の
競
爭
は
こ
の
新
舞
臺
に
移
り
つ
つ
あ

　
　
る
。
こ
の
競
爭
は
前
二
者
に
比
し
て
、
遙
に
激
烈
で
あ
ら
う
。

　
太
平
洋
の
近
く
世
界
の
競
爭
場
と
な
る
べ
く
、
太
平
洋
問
題
が
二
十
世
紀
の

大
問
題
た
る
こ
と
は
、
識
者
の
多
く
一
致
す
る
所
で
あ
る
。
太
平
洋
裡
に
國
し

て
居
る
日
本
人
は
、
大
發
憤
を
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
明
治
天
皇
の
御
製
に
、

　
　
四
方
の
海
皆
同
胞
と
思
ふ
世
に
、
な
ど
風
波
の
立
騷
ぐ
ら
ん
。

と
あ
る
如
く
、
我
々
は
平
和
主
義
を
尊
重
し
、
四
海
同
胞
主
義
を
固
守
す
る
と

し
て
も
、
何
時
風
波
が
起
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
。
一
旦
風
波
が
起
れ
ば
、
必
ず
そ

の
中
心
に
當
る
べ
き
太
平
洋
裡
に
國
し
て
居
る
我
々
日
本
人
は
、
不
斷
の
用
意

だ
け
は
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
吾
が
輩
は
大
正
の
年
號
に
つ
い
て
、
一
個
の
解
釋
を
有
し
て
居
る
。
今
囘
も

こ
の
大
正
の
年
號
の
解
釋
を
其
儘
、
我
が
國
民
將
來
の
方
針
に
應
用
し
た
い
と

思
ふ
。
大
正
の
字
面
は
『
易
』
の
大
畜
の
卦
か
ら
出
て
居
る
。
大
畜
の
卦
に
、

　
　
大
畜
剛
健
篤
實
、
…
…
日
新
其
徳
、
…
…
能
止
健
、
大
正
也
。

と
あ
る
。
大
畜
の
卦
は
元
來
乾
下
艮
上
大
畜
と
も
、
山
天
大
畜
と
も
い
ひ
、
天

を
代
表
す
る
乾
と
、
山
を
代
表
す
る
艮
と
の
二
單
卦
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。

乾
の
卦
は
陽
爻
（
※
）
の
み
よ
り
成
立
し
て
居
る
故
に
、
至
健
至
剛
で
あ
る
。

乾
は
又
健
と
通
ず
。
乾
の
象
は
天
で
あ
る
。
天
は
四
時
の
別
な
く
絶
え
ず
運
行

し
て
居
る
。
故
に
天
行
健
と
い
ふ
。
乾
は
要
す
る
に
一
日
も
油
斷
な
く
進
取
す

る
義
が
あ
る
。
日
新
其
徳
と
い
ふ
の
は
こ
の
事
で
あ
る
。
艮
の
卦
は
弱
柔
な
陰

爻
（
※
）
の
上
を
、
剛
健
な
る
陽
爻
が
抑
へ
付
け
て
居
る
。
從
つ
て
内
に
抑
へ

て
外
に
出
さ
さ
ぬ
か
ら
、
艮
に
止




の

訓
が
あ
る
。
艮
の
象
は
山
で
あ
る
。
山
は

萬
物
を
貯
藏
す
る
處
で
あ
る
。
艮
は
要
す
る
に
物
を
保
存
す
る
義
を
も
つ
て
居

る
。
乾
と
艮
と
を
合
せ
た
大
畜
の
卦
に
は
、
他
の
善
き
所
を
採
り
、
我
が
善
き

所
を
守
り
て
、
實
力
を
蓄
積
す
べ
き
意
味
が
含
ま
れ
て
居
る
。
是
故
に
大
正
と

は
、
一
面
力
め
て
世
界
の
新
知
識
新
文
化
を
求
め
て
、
こ
れ
日
も
足
ら
ざ
る
が

如
く
努
力
し
つ
つ
、
一
面
で
は
我
が
國
古
來
の
善
美
な
る
國
體
・
國
粹
を
保
存

し
、
此
の
如
く
し
て
大
に
國
力
の
充
實
鞏
固
を
圖
る
意
味
で
あ
る
。

　
我
が
國
粹
を
保
存
し
つ
つ
、
外
國
の
文
化
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
わ
が
國
過

去
千
幾
百
年
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
絶
え
ず
實
行
さ
れ
て
居
つ
て
、
決
し
て

新
し
い
主
義
で
な
い
。
そ
こ
で
和
魂
漢
才
と
い
ふ
言
葉
が
あ
る
。
菅
公
の
頃
か

ら
始
ま
つ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
主
義
は
菅
公
以
前
か
ら
夙
に
實
行
さ
れ
、

明
治
の
御
世
と
な
つ
て
は
、
同
じ
和
魂
洋
才
主
義
が
實
行
さ
れ
た
。

　
國
家
も
生
物
と
同
じ
く
、
適
者
が
生
存
す
る
の
で
あ
る
。
我
が
國
が
建
國
以

來
連
綿
と
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
、
常
に
適
者
の
位
置
に
立
つ
こ
と
が
出
來
た

の
は
、
和
魂
漢
才
若
く
は
和
魂
洋
才
主
義
の
御
蔭
で
あ
る
。
大
正
の
新
時
代
も
、

や
は
り
こ
の
主
義
を
遵
奉
す
る
の
が
安
全
で
あ
る
。
我
が
國
の
過
去
の
歴
史
を

觀
れ
ば
、
將
來
採
る
べ
き
方
針
も
、
自
然
に
理
會
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
を

鑑
と
い
ふ
の
は
是
處
の
こ
と
で
、
温
故
知
新
は
此
の
如
く
し
て
活
用
す
べ
き
で
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あ
る
。
要
す
る
に
我
が
國
民
は
、
決
し
て
小
成
に
安
ず
る
な
く
、
不
斷
の
努
力

に
よ
つ
て
、
明
治
の
發
展
を
一
層
向
上
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
尤
も
明

治
天
皇
の
御
心
に
も
協
ひ
、
又
今
上
陛
下
に
對
し
て
、
尤
も
忠
義
な
る
所
以
で

あ
ら
う
と
恐
察
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
大
正
二
年
八
月
『
太
陽
』
第
十
九
卷
第
一
一
號
所
載
）
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